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﹁
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
﹂
等
の
問
題
に

都

教

育

委

員

会

が

示

し

た

　

対

策

の

内

容

は

教
員
配
置
基
準
を
１
学
級
39
人
と
し　

　

教

員

を

加

配

す

る

も

の

で

あ

る

行 方 不 明 者 の 捜 索 に
 防災行政無線を活用できないか

問題が多いと認識しており
 現 時 点 で の 対 応 は 難 し い

高 齢 者 世 帯 へ の
住宅用火災警報器取付等事業
　実施期間を延長できないか

設 置 義 務 化 後
　一定期間の延長を予定している

75
歳
以
上
の
高
齢
者
全
員
を
対
象
に

生

活

状

況

把

握

の

訪

問

調

査

を

実

施

す

る

考

え

は

年
齢
区
分
で
は
な
く
一
定
の
要
件
を

　

対
象
と
し
た
調
査
を
検
討
し
て
い
く

駅 周 辺 の 公 衆 ト イ レ
　 場所を案内するサイン等の
　整 備 が 必 要 と 思 う が

駅前の案内板等で対応可能かを
　 調 査 し、 検 討 し て い き た い

目
黒　

重
夫
議
員︵
共
産
︶　

学
校

の
集
団
生
活
に
な
じ
め
な
い
等
の

問
題
、
い
わ
ゆ
る
﹁
小
一
プ
ロ
ブ

レ
ム
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
﹂
の
対
策

を
都
教
育
委
員
会
は
発
表
し
た
が
、

そ
の
概
要
を
聞
き
た
い
。

教
育
長　

１
学
級
40
人
の
学
級
編

制
基
準
に
変
更
は
な
い
が
、
入
学

直
後
の
小
学
一
・
二
年
生
、
中
学

一
年
生
に
、
教
員
配
置
の
算
定
基

準
を
１
学
級
39
人
と
し
て
積
算
し
、

教
員
を
加
配
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

加
配
教
員
の
活
用
方
法
は
、
学

級
規
模
の
縮
小
、
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

議
員　

方
針
の
対
象
と
な
る
本
市

の
小
・
中
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
か
。

教
育
部
長　

現
時
点
で
、
対
象
と

な
る
小
学
校
５
校
の
う
ち
、
４
校

は
学
級
規
模
の
縮
小
、
１
校
に
つ

い
て
は
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

で
の
加
配
教
員
の
活
用
を
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
中

学
校
１
校
で
は
、
学
級
規
模
の
縮

小
で
の
活
用
を
計
画
し
て
い
る
。

他 

再
開
発
保
留
床
活
用
方
針
に
無

理
は
な
い
か

前
田　

弘
子
議
員︵
ネ
ッ
ト
︶　

高
齢

者
や
子
ど
も
、
障
が
い
者
の
行
方

不
明
に
関
す
る
市
へ
の
捜
索
依
頼

の
問
合
せ
は
、
年
間
ど
の
程
度
あ

る
の
か
。
ま
た
、
捜
索
に
防
災
行

政
無
線
を
活
用
で
き
な
い
か
。

環
境
安
全
部
長　

問
合
せ
は
、
平

成
21
年
度
中
、
高
齢
者
、
障
害
者

に
つ
い
て
は
３
件
ず
つ
、
子
ど
も

に
つ
い
て
は
問
合
せ
が
な
か
っ
た
。

　

行
方
不
明
者
の
捜
索
は
、
様
々

な
個
人
的
、
家
庭
的
事
情
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
本
市
で
は
、
防
災

行
政
無
線
を
利
用
す
る
こ
と
に
は

問
題
が
多
い
と
認
識
し
て
い
る
た

め
、
現
時
点
で
の
対
応
は
難
し
い
。

議
員　

個
人
的
、
家
庭
的
事
情
と

い
う
見
解
の
根
拠
は
何
か
。
問
題

と
は
ど
の
よ
う
な
事
情
か
。

環
境
安
全
部
長　

防
災
行
政
無
線

は
、
現
状
で
も
運
用
時
の

騒
音
問
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
行
方
不
明

者
の
捜
索
な
ど
の
個
人
、

家
族
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
含
む
内
容
の
放
送

は
誘
拐
事
件
等
の
２
次
被

害
の
懸
念
が
あ
る
。

他 

指
定
管
理
者
制
度
に
お
け

る
次
期
候
補
者
選
定
と
運
用
の

課
題
に
つ
い
て

吉
村　

文
明
議
員︵
公
明
︶　

平
成

22
年
４
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

が
義
務
と
な
る
。
本
市
で
は
、
20

年
度
か
ら
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
で
居
住
す
る
住
民
税
非
課
税

世
帯
を
対
象
と
し
た
、
高
齢
者
世

帯
住
宅
用
火
災
警
報
器
取
付
等
事

業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
利
用
者

数
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

20
年
度
は
２
１

３
世
帯
、
21
年
度
は
22
年
１
月
末

ま
で
で
２
８
２
世
帯
で
あ
る
。

議
員　

ま
だ
設
置
が
必
要
な
対
象

世
帯
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
周
知

を
徹
底
し
、
４
月
以
降
も
、
同
事

業
を
延
長
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

そ
こ
で
、
同
事
業
の
実
施
期
間

と
周
知
方
法
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

同
事
業
は
21
年

度
末
で
の
終
了
を
検
討
し
て
い
た

が
、
現
在
ま
で
の
申
込
み
状
況
等

を
勘
案
し
、
設
置
義
務
化
後
、
一

定
期
間
の
延
長
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
も
防
災
当
局
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
広
報

等
様
々
な
媒
体
や
機
会
を
と
ら
え
、

更
な
る
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

浅
田　

多
津
子
議
員︵
ネ
ッ
ト
︶　

ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
中
、

高
齢
者
の
生
活
に
お
い
て
は
、
地

域
社
会
と
の
つ
な
が
り
や
安
心
し

て
在
宅
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の

方
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

他
市
で
は
、
訪
問
を
通
し
て
生

活
状
況
を
把
握
し
、
そ
れ
を
必
要

な
施
策
の
検
討
に
も
活
用
す
る
調

査
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
実

施
す
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長　

本
市
で
は
高
齢

者
に
関
わ
る
様
々
な
部
署
が
、
極

力
、
日
々
の
業
務
な
ど
に
お
い
て
、

高
齢
者
の
要
望
や
生
活
実
態
の
把

握
に
努
め
て
い
る
の
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
全
戸
調
査
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
。

議
員　

75
歳
以
上
に
年
齢
を
絞
り
、

全
員
を
対
象
と
し
た
訪
問
調
査
の

実
施
は
で
き
な
い
か
、
市
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

一
律
に
75
歳
以

上
と
い
う
年
齢
区
分
で
は
な
く
、

あ
る
一
定
の
要
件
を
対
象
と
し
た

75
歳
以
上
を
含
む
高
齢
者
の
訪
問

調
査
の
実
施
に
つ
い
て
、
今
後
、

調
査
目
的
、
活
用
方
法
な
ど
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

重
田　

益
美
議
員︵
ネ
ッ
ト
︶　

地
方

分
権
一
括
法
に
よ
り
、
自
治
体
の

自
己
決
定
に
よ
る
条
例
や
規
則
の

制
定
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

本
市
で
も
政
策
実
現
に
対
応
し

た
独
自
の
条
例
等
の
制
定
が
不
可

欠
と
な
っ
た
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
市
の
政
策
法
務
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

市
長　

政
策
法
務
は
、
多
様
な
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
公
正
で
効

果
的
な
市
政
運
営
を
行
う
上
で
不

可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

要
綱
は
市
民
に
触
れ
に
く

い
状
況
に
あ
る
。
改
善
の
た
め
、

告
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
補
助
金
要
綱
で
、
そ
の
妥

当
性
や
目
的
、
補
助
額
を
明
確
に

示
す
ル
ー
ル
は
あ
る
か
。

政
策
総
務
部
長　

市
政
情
報
公
開

室
と
中
央
図
書
館
に
備
え
て
い
る

要
綱
類
集
へ
の
登
載
は
、
告
示
と

同
等
の
効
果
と
考
え
て
い
る
。

　

補
助
金
要
綱
に
お
け
る
、
目
的
、

補
助
額
は
す
べ
て
の
要
綱
で
明
文

化
し
て
い
る
。

　

妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
要
綱
制

定
時
に
当
然
に
解
決
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

西
宮　

幸
一
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

市
内

に
14
か
所
あ
る
鉄
道
の
駅
は
、
多

く
の
方
に
と
っ
て
、
地
域
で
の
行

動
の
起
点
と
な

っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
駅

周
辺
で
の
公
衆

ト
イ
レ
整
備
に

つ
い
て
、
必
要

性
や
課
題
を
市

で
は
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い

る
か
。

環
境
安
全
部
長

　

公
衆
ト
イ
レ
は
、
特
に
多
く
の

人
が
集
ま
る
駅
周
辺
等
に
は
必
要

な
施
設
と
考
え
る
。
し
か
し
、
既

存
の
駅
周
辺
で
は
用
地
確
保
が
困

難
で
あ
り
、
風
紀
・
保
安
上
の
問

題
も
生
じ
や
す
い
た
め
、
新
設
に

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
や
商
店
会

等
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。

議
員　

駅
周
辺
に
あ
る
既
存
の
公

衆
ト
イ
レ
を
有
効
活
用
す
る
た
め

に
、
場
所
を
案
内
す
る
サ
イ
ン
等

の
整
備
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

環
境
安
全
部
長　

駅
前
の
案
内
板

等
に
は
公
衆
ト
イ
レ
の
表
示
が
な

要
綱
は
市
民
に
触
れ
に
く
い
た
め

 

告
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か

要
綱
類
集
へ
の
登
載
が

 

同

等

の

効

果

と

考

え

る

　▲住宅用火災警報器

い
た
め
、
シ
ー
ル
等
で
の
対
応
が

可
能
か
を
調
査
し
、
利
便
性
の
向

上
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他 

市
立
小
中
学
校
の
教
室
空
間
に

対
す
る
今
後
の
環
境
改
善
に
つ
い

て

多文化共生社会推進
　庁内プロジェクトチームの
　設置について、現在の状況は

22 年度上半期を目途に
　 設 置 を 予 定 し て い る

稲
津　

憲
護
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

多
文

化
共
生
社
会
の
推
進
に
向
け
た
庁

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

に
つ
い
て
、
平
成
18
年
の
第
２
回

定
例
会
で
一
般
質
問
し
た
が
、
他

市
の
先
進
例
と
そ
れ
に
対
す
る
評

価
、
ま
た
、
本
市
の
現
在
の
状
況

を
聞
き
た
い
。

市
長　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
の

定
住
化
を
受
け
て
、
立
川
市
が
17

年
に
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
19
年
に
委
員
の
過
半
数

が
外
国
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
立

川
市
多
文
化
共
生
円
卓
会
議
を
設

置
し
て
い
る
。
多
文
化
共
生
社
会

を
展
望
す
る
上
で
評
価
で
き
る
事

業
と
考
え
る
た
め
、
本
市
に
お
い

て
も
22
年
度
上
半
期
を
目
途
に
庁

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。

議
員　

多
文
化
共
生
社
会
推
進
条

例
を
制
定
す
る
こ
と
に
、
何
か
問

題
等
は
あ
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

同
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
考
え

る
が
推
進
体
制
を
市
民
と
協
働
で

進
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る

た
め
、
本
市
の
実
情
を
踏
ま
え
、

今
後
研
究
が
必
要
と
考
え
る
。

　▲駅周辺の公衆トイレ（西府駅）


